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本研究プロジェクトにおいて筆者が担当する
時代は、13世紀半ばにはじまるマムルーク朝
（1250–1517）の時代からオスマン朝の時代にか
けての中近世である。アイユーブ朝（1169–1250）
末期の調査報告書である『ファイユームの歴史
Ta’rīkh al-Fayyūm wa Bilādi-hi』（以後、Ta’rīkhと略
記）に基づく研究蓄積とは対照的に、マムルーク
朝時代を対象としたファイユームの農業、土地利
用、灌漑に関わる研究は、管見のかぎり見当たら
ない。このことは、マムルーク朝時代の史料の豊
かさや研究蓄積の量を考えると意外なように思
えるかもしれない。しかし、その理由は単純で、
ファイユームを知る手がかりとなる同時代史料が
未だに発見されていないことにある。「中世」の
ファイユームについては、一定の研究蓄積がある
が、それらはアイユーブ朝期のTa’rīkhに大きく
依拠したものであり、マムルーク朝期の状況を明
らかにするものではない。本稿では、再び史料が
得られるようになる16世紀オスマン朝の時代を
考察に含め、16世紀以降の状況とアイユーブ朝
末期の状況を比較することにより、空白期におい
てファイユームに起こった変化にアプローチして
みたい。

Ⅰ．環境をめぐる状況 
　―気候・疫病・水位上昇―

具体的な考察にはいる前に、対象とする時代の
環境にかかわる諸状況を確認する。ただし、これ
については長谷部史彦の論考にて本格的に扱われ
ているので 1、ここでは筆者が考える13世紀から
16世紀の自然環境をめぐる状況を特徴づける三

つの現象を示すにとどめたい。
それらの現象の第一は、寒冷化と不安定な天
候である。13世紀から16世紀は、ヨーロッパ地
域において、中世温暖期（9–13世紀）から小氷期
（14–19世紀）へと移り変わっていった時期である
ことはすでによく知られている 2。このような中
世温暖期や小氷期という分類を地球規模でどの地
域にも一様に適用することについては留保が必要
であるが 3、エジプトについて見れば、この気候
の変化は、ある程度同期しているように見受けら
れる 4。寒さに関する記録の他にも、大雨・暴風・
大雪・雹・洪水・渇水・熱風・ネズミの異常発生・
地震の記録が年代記において確認される。このよ
うな気候変動は、時に局所的な被害、時に広域的
な被害をもたらしたに違いない。また、寒冷化が
農業にどの程度の影響を与えたかについては、よ
り専門的な分析が必要になるが、農業生産に変化
を与えうる一因として無視するわけにはいかない
であろう。
第二の現象は、疫病の流行である。とりわけ、
この時代を特徴づけ、それ以後の社会に重大な影
響をもたらした疫病としてペストがある。1347

年にアレキサンドリアから広まり、首都カイロに
おいて甚大な被害をもたらしたペストは、その後
も断続的に流行した 5。ペストなどの疫病の流行
とそれによってもたらされる被害は、都市に限っ
たものではなく、地方の農村人口にも打撃を与え
た 6。農村人口の現象が、農業やその基盤にある
灌漑設備の維持管理に影響を及ぼしたことは疑い
ようがない。
第三の現象としてナイルの水位上昇があげられ
るが、これについては、年代記に残された毎年の
最高水位と最低水位の記録から、明らかである
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（【図1】を参照）。この上昇傾向は、これまで自然
的要因と人為的要因の両面から検討されてきた 7。
この時代の水位上昇の原因を証明し、特定するこ
とは困難であるが、水位がその年の農業生産に直
結したことを考慮すれば、水位上昇という現象そ
のものが農業やそれを基盤とする経済、ひいては
エジプト社会に与えた影響はより長期的なスパン
のなかで検討されるべきであろう 8。
長谷部は、環境の変化とエジプトの農業生産、
人口増減との結びつきについて考察するなかで、
エジプト社会が自然環境の異変によって危機に陥
る基本的パターンを示した。それは、ナイルの水
位不足、周辺地域での干ばつやイナゴ被害、風害
等によって農業生産が減少に転じる、また退蔵な
どの人為的要因によって穀物価格が吊り上げられ
ると、飢饉が起こり、その後に疫病が流行し、一
通り人口を減少させた後に沈静化するというサイ
クルである。このようなサイクルは、本稿が対象
とする環境変動の時代においても一貫して見られ
るが、とりわけ黒死病発生後はサイクルから次の

サイクルまでのスパンが狭く、かつ疫病の流行と
人口減少において過酷さを増していった時代で
あったといえる。
このような時代のファイユームを対象としたと
きに、そこに何らかの変化が見られるのではない
かというのが本稿の出発点である。とりわけ、水
位の変化は、もともと水量調整のための遊水地と
して機能していたという歴史的背景をもつファイ
ユームにとっては、重大な影響を与えうるファク
ターであったに違いない。そこで、本稿では、農
業に焦点を当てて、この時代のファイユームの変
化を追究してみたい。

Ⅱ．史料

この時代のファイユームの地理環境に関する情
報を伝える同時代史料は管見の限りはない。例え
ば、マクリーズィーTaqī al-Dīn al-Maqrīzī （1442

年没）の『地誌と遺跡の叙述による警告と省察の

【図1】1221年から1450年までのナイルの満水位と減水位（単位はｍ）

記録が得られない年は、満水位、減水位ともに0となっている　�
Nukhbaを参照して筆者作成
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書al-Mawā‘iẓ wa al-I‘tibār f ī Dhikr al-Khiṭaṭ wa al-
Āthār』には、ファイユームに関する叙述が見られ
るが、それらはそれ以前の地誌的叙述史料に大き
く依拠している 9。これまでの研究において筆者
は、これらの史料に基づき、ファイユームは一部
の地域を除いて通年灌漑地域であり、夏作物や果
樹の栽培が可能な土地であると考えてきた 10。し
かし、先述の環境変動を考慮すると、この時代に
おけるファイユームの考察において、非同時代史
料は適していない。したがって、本稿の目標を達
成するためには、現時点で入手可能な土地記録や
文書史料に基づく地道な検証が必然となる。以下
に、同時代史料としてファイユームに関する情報
や記録が得られる史料を整理する。

イブン・アルジーアーン Ibn al-Jī‘ān（1480年没）
著『エジプトの村々の名前についての輝かしき至
宝の書Kitāb al-Tuḥfa al-Sanīya bi Asmā’ al-Bilād 

al-Miṣrīya』11（以後、Tuḥfaと略記）
この書は、エジプトの全地域を対象に、各県の
村々の記録をまとめたものであり、村ごとに、耕
地面積、税収高（‘ibra）、その村の徴税権の保有
者の記録が一定の書式で羅列されている 12。これ
らの史料から得られる耕地面積や税収高は、1470

年代の記録と考えられ、本研究にとって重要な量
的データの一つとなる。

1527–8年と1528–9年の『土地調査台帳Daftar al-
Tarbī‘』
エジプト国立文書館には、『ハラージュ年度 13 

933年（1527–8年）の土地調査台帳』（以後、DT 

933と略記）と題された台帳、また『ハラージュ
年度934年（1528–9年）の土地調査台帳』（以後 
DT 934と略記）と題された台帳が所蔵されてい
る 14。前者は、オスマン朝統治下のエジプトにお
いて初めて体系的に行われた土地調査記録を収め
たものであり、その記録は村（nāḥiya）ごとにま
とめられ、県（wilāya）単位で台帳に綴じられて
いる。後者もまた、翌年の土地調査記録をまとめ
た同類の台帳であるが、下記のように記録内容
に若干の相違がある（相違部分に下線を引いた）。

それらを見比べると、連続する年に編纂された同
名の台帳ではあるが、前年の方は税収高を明らか
にするために編まれたものであり、後年の方は耕
地面積を明らかにするために編まれたものである
という目的の違いが浮かび上がる。

DT 933： 耕地面積（misāḥa）、税収高（‘ibra）、
作物別の税収高、果樹園からの税収
高、土地権利 15別の耕地面積、徴税
や維持管理に関わる収支

DT 934： 耕地面積と非灌漑地の面積、各作物
の栽培面積、土地権利別の耕地面
積、徴税や維持管理に関わる収支

このように、マムルーク朝の土地記録からは得る
ことができない詳細な記録が得られるが、なかで
も、果樹園の記録や各作物の栽培面積の記録は、
栽培作物を知る手がかりになる。また、果樹園の
存在や夏作物の栽培は、その村にはナイルの増水
期に冠水しない土地があったことを示すことに 

なる。
これらの台帳は、ファイユーム県の記録を収め
るが、DT 933については末部にバフナサー県の
記録の一部も含まれている。バフナサー県はファ
イユーム県に隣接し、ベニスウェフを中心とする
地域であるが（【図2】）、この地域はナイルの増水
を利用した「ベイスン灌漑」によって灌漑されて
きた地域である 16。この地域の記録と、水路灌漑
による農業が営まれてきたファイユームの記録を
比較することにより、ファイユームの特徴が明
らかになるであろう。また、同じくDT 933には、
ブハイラ県の台帳も伝世しており、これも比較を
するうえで重要な史料となる。

『軍務台帳Daftar Jayshī』17

この台帳は、1550年代にオスマン朝政府が認
可した私有地および寄進地を登記するために編纂
されたものである。先述のDT 933およびDT 934

と同様に、記録は村ごとにまとめられ、県単位で
台帳にまとめられている。各村の記録は、村の耕
地面積や土地権利者の概略が示される概要記録
と、村のワクフ地や私有地の土地片ごとの記録が
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収録される詳細記録からなり、いずれにおいて
も、DT 933の記録とマムルーク朝期の記録が転
記され、その村、または土地片の状況を時系列で
追うことができるような書式になっている。その
なかで、マムルーク朝期の記録の典拠となってい
るのが、マムルーク朝期に使用され、その後から
オスマン朝に伝わったと見られる『チェルケス台
帳』と呼ばれる台帳である 18。本稿が用いるのは、
この『チェルケス台帳』から転記された概要記録
の部分である。

以上の4点に『ファイユームの歴史』を加えた5

点を本研究の史料とする。これらの記録はかなり
の量があるが、どの史料からも共通して得られる
項目はない。例えば、Ta’rīkhやオスマン朝の台帳
からは、課税対象となった栽培作物を知ることが
できるが、Tuḥfaには栽培作物に関する記録はな
い。したがって、アイユーブ朝とオスマン朝の栽
培作物を比較して、そのあいだを埋めることがで
きるかが鍵となる。ともあれ、これらの記録を一
挙に比較する試みはこれまでなされていないこと

であるから、まずは実際にやってみるということ
が課題の洗い出しにつながるであろう。
なお、Ta’rīkhの記録については、Y. ラポポル
ト氏が率いるプロジェクトによってまとめられた
データセットにオンライン上でアクセス可能であ
るので 19、本稿ではこれを利用する。

Ⅲ．村落の規模と農業生産に関する考察

1. 耕地面積の減少
社会経済史において、社会の盛衰を評価するさ
いには人口データが重要な役割を果たすが、上の
史料の記録内容からもわかるとおり、エジプトの
歴史的人口データを得るのは容易ではない 20。そ
こで参照されるのが村数の変化である。アシュ
トールはエジプトにおける村落数の変化を【表1】
のようにまとめた。この数値は、アッバース朝末
期から減少傾向にあった村数はマムルーク朝の 

最盛期を創出したスルターン・ナースィル・ム
ハンマドal-Nāṣir Muḥammad （位1293–94, 1299–

1309, 1310–1341）の第3治世において大幅に回復
し、その後、急速に減少したことを示している。
そこで、本研究が利用する史料に収録される
村落数を並べてみると、Ta’rīkh: 124村、Tuḥfa: 

103村 21、DT 933: 43村、DT 934: 73村、『軍務台
帳』: 93村となる。この数字からも明らかなよう
に、オスマン朝の土地台帳はいずれも完全な記録
ではなく 22、有効な比較となるのは、すべての村
を網羅していると見られるTa’rīkhとTuḥfaのみに
なる。この二つの史料を単純に比較すると、アイ

【表1】エジプトにおける村落数の変化

年（西暦） 村落数
956年 2,395
ハーキム期（996–1020） 2,390
ムスタンスィル期（1035–94） 2,186
1210年 2,071
1315年 2,454
1375年 2,322
1434年 2,122

［Ashtor�1976:�303］を参照して筆者作成

【図2】オスマン朝期の行政区分に基づくブハイラ県、ファ
イユーム県、バフナサー県
� Map�Data:�Google�Earth,�Landsat/�Copernicus.
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ユーブ朝末期からマムルーク朝後期までの約四半
世紀のあいだに20近くの村が消滅したことにな
る。このことは何を意味しているのであろうか。
次に、この変化の中身に迫るために、各史料か
ら得られる耕地面積を比較する。対象となる記録
は、Tuḥfaと、『軍務台帳』に収録される『チェル
ケス台帳』の記録、DT 934の記録の3種である。
最初に、Tuḥfaと『チェルケス台帳』の記録を比較
し、2つのマムルーク朝の記録の異同を確認する
と、これらのあいだにはほとんど相違がないこと
が確かめられる。『チェルケス台帳』と呼ばれて
いる台帳は伝世していないため、その全容を知る
ことはできないが、おそらくこれにはマムルーク
朝の最新の記録が書き込まれていたものと推測さ
れる 23。Tuḥfaが1470年代頃の記録、『チェルケス
台帳』が16世紀初めの記録であれば、マムルーク
朝末期の30年ほどのあいだには、耕地面積に大
きな変化はなかったといえる。
他方、なかには、耕地面積が100ファッダー
ン 24以上変化した村が4村確認された。このう
ち、フルクス村については、DT 933とDT 934か
らも耕地面積が得られるが、その数値は、1,808

（Tuḥfa）→288（『チェルケス台帳』）→1,598ファッ
ダーン（DT 933）であるため（翌年（DT 934）は
1,555）、記録の開きは誤記による可能性が高
い 25。他3村の記録の有効性についても同様の可
能性が考えられ、評価が難しい。
次に、マムルーク朝期の記録とDT 933の記録

との比較をしてみると、記載のある村のほとんど
が縮小に転じていることが確かめられた。Tuḥfa

とDT 933の両方から耕地面積の記録が得られる
村は19村あるが、そのうち2村をのぞいて、数値
が減少していた。
各村の課税額は、村の耕地を灌漑地と非灌漑地
にわけ、前者のみを対象として、各作物の栽培面
積に、作物別に定められた税率がかけられ算出さ
れた。そのため、税収の増減に直接的に関わって
くるのは、灌漑地の面積ということになる。他
方、耕地面積という場合は、灌漑地と非灌漑地の
両方を合わせた数値になるため、母数は減少して
いても、灌漑地が増加に転じているという可能性
も考えられうる。しかし、この比較における耕地

面積の変化の度合いが大きいため、全体の地積数
の減少は耕地の縮小を示しているととらえてよい
であろう。

2. 栽培作物の変化
DT 933とDT 934に記載される課税対象となっ

た栽培作物の記録によれば、16世紀前半のファ
イユームにおいて栽培されていた主要作物は次の
とおりである。

冬作物： 小麦（qamḥ）、ソラマメ（fūl）、 
モロコシ（dhura）、ヒエ（dukhun）、 
アレチベニバナ（qurṭum）

夏作物： ゴマ（simsim）、コメ（uruzz）、 
藍（nīla）、サトウキビ（qaṣab al-
sukkar）

DT 934に記載される村々の作物別の栽培面積
を合計すると、【表2】のような結果が得られた。
この表から明らかなようにファイユームでは、ベ
イスン灌漑地域における主要作物である小麦に代
表される冬作物と、夏作物の両方が栽培されてい
た。夏作物は、ナイルが増水する夏季に生育する
ため、収穫期まで冠水しない土地に栽培が限定さ
れた。このため、ベイスン灌漑によって灌漑され

【表2】作物別の栽培面積の総計　（単位はファッダーン）

冬
作
物

小麦 12447

ソラマメ 1383

ヒエ 1046

モロコシ 674

アレチベニバナ 8

不明 2

夏
作
物

ゴマ 3214

コメ 756

藍 52

サトウキビ 115

� DT�934を参照して筆者作成
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ていたナイル峡谷では、夏作物をある程度の規模
をもって栽培することは困難であったことが推測
される。実際、DT 933の末部に収録されるベニ
スウェフ周辺の村々の栽培品目を見ると、課税対
象となったのは冬作物のアマ（kattān）であった 26。
次に、Ta’rīkhとDT 934から得られる栽培作物
の記録を比較するが、ここではアイユーブ朝期の
ファイユームの農業を特徴づけた作物であるサト
ウキビの栽培に着目したい。Ta’rīkhに基づき、中
世エジプトの農村社会や農業の状況を考察した佐
藤次高は、同書がまとめられた13世紀は、上エ
ジプト方面における大規模なサトウキビ栽培が定
着していた時期であると見た 27。その後、ファイ
ユームのおけるサトウキビ栽培はどのように変化
していったのであろうか。

Ta’rīkhでは、124村中44村でサトウキビ栽培が

確認される。これら44村のうち、DT 934におい
てもサトウキビ栽培が確認されるのは6村にとど
まった。Ta’rīkhでサトウキビ栽培が確認された
44村のうち、DT934において栽培作物が記録さ
れている22村を抽出し、【表3】にまとめた。DT 

934における各村のサトウキビの栽培面積から
一見してわかるように、16世紀前半においては、
サトウキビの栽培が確認される村であっても、そ
の規模は限定的であった。
表中の村々のなかで、特に変化が大きい村を
見てみよう。【表3】にあげられた村々のうち、ア
イユーブ朝期にサトウキビ栽培が盛んであった村
は、アブー・クサー村（no.3）、ビビージュ・アン
シュー村（no. 7）、スィンヌーリス村（no. 15）、サ
イナルー村（no. 16）、ファーヌー村（no. 17）、マ
タルターリス村（no. 21）の6村である。このうち、

【表3】『ファイユームの歴史』とDT934におけるサトウキビの栽培面積の比較

＊スルターン領とそれ以外の土地における栽培面積の合計を示した。小数点以下は省略。筆者作成
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ファーヌー村は、かつて333ファッダーンあった
サトウキビの栽培面積が、16世紀前半においては
ゼロとなっている。さらに、この村の夏作物はゴ
マを8ファッダーン栽培するにすぎず、冬作物を
見ても小麦16ファッダーン、ヒエ4ファッダーン
と耕地面積自体が大幅に縮小している。他方、ア
ブー・クサー村、ビビージュ・アンシュー村、スィ
ンヌーリス村、サイナルー村は、夏作物の栽培面
積は半減しているものの、主要な冬作物である小
麦の栽培は盛んに行われていた様子が見て取れ
る。また、マタルターリス村は、サトウキビの栽
培は見られなくなったものの、ゴマや米といった
夏作物栽培が盛んであり、かつ小麦も栽培されて
いた。

Ta’rīkhには、サトウキビ以外の作物について
も記録されるが、それらは収量の記録であり 28、
DT 934の栽培面積の記録と単純に比較すること
ができない。したがって、ここではサトウキビの
栽培面積の比較から推察されることを整理する。
第一に、13世紀から16世紀前半までのあいだに、
ファイユームのサトウキビ栽培は大幅に減少し
た。栽培が確認される村の数もわずかであり、そ
れらにおける栽培面積も30ファッダーンを超え

る村はなくなっていた。第二に、サトウキビ栽培
が減退した村々のなかには、ファーヌー村のよう
に、村の耕地面積全体が減少し、農業が衰退して
しまった村もあった。しかし、それ以外の村々
は、かつてサトウキビ栽培をしていたところに同
じ夏作物であるゴマや米、あるいは冬作物である
小麦を栽培するようになっていた。
エジプトにおけるサトウキビの栽培の初年は、
通常、コプト暦のパレムハート月（2月25日–3月
26日）に植付けを開始してから、トーベ月（12

月27日–1月26日）に初年の収穫を迎えるまでの
10ヶ月間を要する（【図3】を参照）。また、翌年
には、ひこばえのサトウキビ（khilfa）の収穫が控
えており、それまでの間、サトウキビが栽培され
ている耕地においては他の作物を栽培することは
できなかったと推測される 29。すなわち、サトウ
キビ栽培が減少し、小麦のために耕地が利用され
ていたことは、ファイユームでは、13世紀から
16世紀前半までに、サトウキビを主たる栽培作
物とする農業から、小麦を主たる栽培作物とする
農業へのシフトが図られたと見るべきであろう。

【図3】ファイユーム盆地の主要作物の栽培期間

� ＊背景の水色の線画はナイルの水位のイメージを示す。
� Minhāj,�2-6�Qawānīn,�258-270;�佐藤1986,�312-313を参照して作成
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3. 地域のなかにある差異
ファイユームの全体的な傾向としては、サトウ
キビ栽培の大幅な縮小と穀物栽培への転換という
変化が見られたが、よりミクロに見た場合、地域
内の差異は見られるのであろうか。そこで、サト
ウキビの栽培地について、時代別の変化を【図4】
に示した。Ta’rīkhにおいてサトウキビの栽培が確
認される44村のうち、村の位置を特定すること
ができる29村を白色のピンで示した。次に、DT 

934においてサトウキビの栽培が確認される9村
の位置を特定した。これらのうち、Ta’rīkhにおい
てもサトウキビ栽培が認められた村には赤色のピ
ンを、DT 934においてのみ栽培が認められた村
には桃色のピンをたてた。この図は、アイユーブ
朝末期においては、ファイユームのマディーナを
中心とした円周上にサトウキビ栽培地が分布して
いたことを示している。他方、オスマン朝期にお
いては、サトウキビを栽培していた村は、盆地の
北東の地区に集中し、西部において栽培していた
村は一村にすぎなかったことがわかる。
以上のことから、サトウキビの栽培を維持した
地区とそうでない地区があり、盆地内部において
も地域差があったことが明らかとなった。この理
由については、様々な要因が考えられるが、それ
については最後に述べることとする。

Ⅳ．同時代における地方間の比較

前章の比較分析から、13世紀から16世紀のあ
いだにファイユームで栽培作物の大きな転換が見
られたことが明らかとなった。マムルーク朝期エ
ジプトにおけるサトウキビ栽培の衰退について
は、E. アシュトールや佐藤らによって指摘され
てきた。その要因についての意見はわかれるもの
の、14世紀から15世紀にかけてシリア地方、エ
ジプトにおいてサトウキビ栽培が衰退したという
点では先行研究の見解は一致している 30。上の比
較から見えてきたファイユームにおける農業の変
化は、この衰退論と符合していると見ることは可
能である。
サトウキビ栽培が、少なくともナースィル・ム
ハンマドの第三治世まではスルターン主導で栽培
が推進されていたことは、年代記において確認す
ることができる。デルタ西部のロゼッタ支流以西
に位置するブハイラ地方は、13世紀後半に基幹
となる運河が掘削されるなど、開発の中心となっ
た地域であった。ナースィル・ムハンマドは、3

度目のスルターン位に返り咲くと、すぐにこの地
方の開発に着手したが、その目的はサトウキビや
ゴマなどの夏作物を栽培することが可能な農地を
増加させることであった 31。ところが、その後の
年代記の記述は、冒頭でみたような天変地異やペ
ストの流行の記述で覆われていき、華々しい開発
の時代は幕を閉じたように見える。

【図4】ファイユームにおけるサトウキビ
栽培地の変化

ピンの色の意味は、白色：13世紀前半
にサトウキビが栽培されていた村、桃
色：16世紀前半にサトウキビが栽培さ
れていた村、赤色：13世紀前半および
16世紀前半にサトウキビが栽培されて
いた村。

Map�Data:�Google�Earth,�Landsat/�
Copernicus.� 筆者作成



64　イスラーム地域研究ジャーナル　Vol.9 

そのような状況を踏まえれば、先の比較に見ら
れたファイユームの変化は、従来の先行研究が指
摘するように、14世紀半ば以降に見られた気候
変動をはじめとする自然災害やペストの流行、あ
るいは政治的混乱などによって見られたエジプト
における農業の衰退の結果を示していると考えら
れるであろう。確かに、ファイユームの耕地面積
が全体的に減少に転じているのは、その状況を示
しているのではないかと考えられる。しかし、よ
り慎重に検証するには、ファイユームにのみ見ら
れた変化は局所的な変化であったか、それともエ
ジプト全体で見られた全体的な変化であったかを
評価する必要があるであろう。そこで、DTのブ
ハイラ県（以後、DT Buhayraと略記）の台帳に残
されたムザーヒマタインMuzāḥimatayn地域の記
録を見てみたい。この地域は、ロゼッタ支流沿い
に位置するフッワ村からラシード（ロゼッタ）村
までの支流沿いの一帯であり、支流を挟んで東側
の東部と西側の西部からなっていた（【図5】）。こ
のうち、西部は、水車（sāqiya）を単位として耕地
の記録がまとめられており、このことから、この
地域の西部はベイスン灌漑方法ではなく、水路に
よって灌漑されていたと見られる

DT Buhayraの台帳に収録されるムザーヒマタ
イン地域の記録部分には、マムルーク朝期の記
録と1528–9年の土地調査記録が収められている。
マムルーク朝期の記録は、「ハラージュ暦795年

（西暦1392–93年）の村々の税収高についての知
識の解説台帳Sharḥ al-‘Urfān f ī Qānūn al-Buldān 
sana 795」を典拠とし、税収に関する記録が示さ
れる。それによれば、ムザーヒマタイン地域の
税収（irtifā‘）の総計は8,000ディーナールであり、
そのうち西部の税収は3,600ディーナールであっ
た。西部の税収の内訳は、ハラージュ税1,100

ディーナール、太陰暦に従って徴収する税 321,553

ディーナール、冬作物342ディーナール、圧搾所
604ディーナールというものであった（小数点以
下は省略）。ハラージュ税と冬作物の項目が分け
られていることから、ハラージュ税の項目は夏作
物から得られる税収を示しているものと考えられ
る。また、圧搾所からの税収が西部全体の6分の
1を占めることから、14世紀末のこの地域ではサ
トウキビ栽培と製糖業が主要な税収の一つであっ
たことが推測される。
オスマン朝期の記録には、各土地片での栽培作
物とその耕地面積が記録される。それらをまと
めたのが【表4】である。東部では米やウマゴヤ
シ（barsīm）などの栽培が盛んであった一方、西
部ではサトウキビ栽培が盛んであった様子がうか
がえる。マムルーク朝期のサトウキビの栽培面積
の記録を得ることができないため、同地域におけ
る時代的変化を評価することは難しいが、サトウ
キビが主要作物として維持されていた点は、ファ
イユームの状況とは異なる。このことは、すなわ
ち、ファイユームに見られたサトウキビ栽培を中
心とする農業から穀物栽培を中心とする農業への
転換は、エジプトの他の地域においても一様に見
られた現象ではなかったことを意味する。
サトウキビ栽培の全体的な縮小については、砂
糖をめぐる国際競争の活発化の観点から説明がつ
くように思われる。1423年に、アシュラフ・バ
ルスバーイal-Ashraf Barsbāy （位1422–38）が経済
政策として、製糖業と砂糖の貿易を規制する専売
政策をとった。1429年には、香辛料に対しても、
政府が設定した価格での売却が命じられたが 33、
このことは、15世紀前半においても、砂糖が依
然として貿易における主要な商品であったことを
示している。しかし、14世紀に開始されたとさ
れるキプロス島やクレタ島におけるサトウキビ栽【図5】ムザーヒマタイン地域
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培の定着や、15世紀後半以降にジェノヴァ商人
の支援を受けたポルトガル王国によるアルガル
ヴェ地方やカナリア諸島、マデイラ諸島でのサト
ウキビ栽培の開始は、ヨーロッパ側の商人たちに
新たな選択肢を与えることとなった 34。
しかし、この議論は、なぜ、サトウキビの需要
が低下するなかで、ブハイラ地方はサトウキビの
生産を維持し、ファイユームはそうでなかったの
かという問いを説明するには十分ではない。この
ことは、ペストの流行や、政治腐敗を要因に求め
るときにも同じである。エジプトにおけるサトウ
キビ栽培をめぐる変化のなかに潜む地域性を明ら

かにするためには、各地域の状況をより具体的に
明らかにしていく必要があることが課題として浮
かび上がった。

Ⅴ．結びにかえて

本稿では、各時代の記録を比較することによっ
て、ファイユームにおける農業の時代的な変化に
ついて検証してきた。その結果、ファイユームで
は、13世紀から16世紀前半までのあいだに、全
体的な耕地面積が縮小するとともに、商品作物で

【表4】ムザーヒマタイン地域における栽培作物（単位はファッダーン）

DT�Buhayraを参照して筆者作成



66　イスラーム地域研究ジャーナル　Vol.9 

あるサトウキビ栽培を中心とする農業から、小麦
を主とする穀物栽培中心の農業へ転換していたこ
とが明らかとなった。また、そのような状況にお
いて、サトウキビ栽培は、盆地の北東部に限定さ
れていったことが確認された。
ファイユームにおけるサトウキビ栽培の縮小に
ついては、15世紀後半以降に明らかとなったサ
トウキビ栽培や砂糖貿易におけるエジプトの重要
性の低下がその要因として想定された。しかし、
地中海沿岸部のムザーヒマタイン地域において
は、サトウキビ栽培を中心とする農業が14世紀
末から16世紀前半にかけて維持されていたこと
が示され、エジプトのなかでも地域による差異が
あることが明らかとなった。
今後は、なぜファイユームの農業が変化したか
という問題に取り組みながら、自然環境への順応
あるいは改変の結果としての農業や、その基盤に
ある灌漑の状況、またそれらに社会的経済的要因
がどのように作用するかについての検証を進め、
マクロなレベルおよびミクロなレベルで見られる
地域性を明らかにしていきたい。そのさいに着目
したいのは、次の3つの問題である。今後は、こ
れらの問題に取り組みながら、自然環境と人間の
社会のあいだを往還するような作業が必要となっ
ていくであろう。
第一に、政治状況と農業の関係である。マム
ルーク朝の年代記は、しばしば、地方で発生する
アラブ部族の反乱とそれによるその地域の荒廃を
報告するが、ファイユームも例外ではない 35。し
かし、そもそもファイユームにはアラブ部族が多
く住み、地域の警備を担うなど、地域社会を構
成する主要なメンバーとなっていた 36。DT 933と
DT 934には、村の税収のなかから支払われる経
費として、アラブ部族への支払いがあり、このこ
とは彼らが村落の維持に何らかの役割を果たし、
徴税権の保有者と村人とのあいだに経済的関係を
築いていたことを意味している。そのような関係
を一時的にでも捨て、政府に対して反乱を企てる
意図は何であったのか、またそれによって農業に
どのような影響を与え得たかについては、一度整
理されるべきであろう 37。
第二に、栽培作物は誰によって、どのように決

められるのかという問題である。イクター制で
は、農地の維持と管理は徴税権の保有者に委ねら
れていたが、保有者が独断で栽培作物を決定する
ことができたとすれば、例えば、政庁財源である
農地とイクター、私有地やワクフ地では、農業の
あり方は変わってくるのであろうか。また、同じ
イクターである場合でも、ある人物によって単独
で保有されている村と、複数の保有者によって細
分化された村では、農業はどう変わってくるの
か、あるいは変わらないのか。砂糖貿易をめぐる
地中海地域の状況を受けた結果として、ファイ
ユームで栽培作物の転換が起こるのであれば、一
体、その方針は誰によって決定されたのであろう
か。また、その人物はどのようにして状況を判断
したのであろうか。そのような問題を設定したと
き、収穫物を買い付け、国内の、あるいは国際的
な市場で売りさばく商人の存在が大きな役割を果
たしたことが想定される。おそらく、そのような
仲介者を通じた市場との交渉が、農地の利用に影
響を与えたのであろう。作物が収穫され、市場に
運ばれ、人々の口に運ばれるまでのプロセスやそ
れに関与する人々を詳らかにするのは難しいかも
しれないが、挑戦していくべき課題であろう 38。
第三に、ファイユームの灌漑システムを掘り下
げて検証する必要がある。年代記の記述は、ファ
イユームがナイルの水位の異常な変化の影響を直
接的に受けていたことを示唆する。例えば、1360

年、水量調整のためファイユームの堰が切られ、
果樹園や井戸が浸水する被害がでた。他方、ナ
イルが異常な増水を見せた1354年には、ファイ
ユームでは水不足の傾向が見られた 39。これらの
事例はファイユームの脆弱性を示唆するが、それ
がこの地域の農業の転換とどう関わるのであろう
か。また、灌漑方法の違いと地力の問題はどのよ
うに関係しあい、その地域の農業にどう影響する
のであろうか。これらの問題を明らかにするため
には、基盤である灌漑システムを、盆地内の地域
差を含めて解明していくことが重要になるであろ
う。そのためには、地理情報システム（GIS）を
用いた灌漑シミュレーションなどのアプローチが
歴史学的史料の空白を埋めることになるにちがい 

ない。
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激しい寒波に見舞われ、上エジプトにおいて凍死者がでるほどであった。この寒波は人間だけでなく魚をも襲い、
地中海や灌漑水路、カイロの象湖では魚の減少が見られたという［Sulūk 2: 673］。同年、シリアにおいても大雪の
被害があり、寒波は東地中海沿岸の地域一帯に被害をもたらしたことが推測される［Ibn Qāḍī Shuhba 1, 413］。

5 黒死病の基礎的研究については、Dols 1977を参照。また、黒死病発生以降、エジプトとシリアで発生したペスト
を含む疫病については、B. ショシャンがまとめている［Shoshan 1981, 395–403］。

6 例えば、1419–20年に流行したペストは、ビルバイスで1000人、シャルキーヤ県バルダイン村で500人、ガルビー
ヤ県ダイルートで3000人の死者を出したことが年代記に記録されている［Sulūk 4, 486］。

7　前者については、環境考古学者（geoarchaeologist）のF. ハサンによる一連の研究がある［Hassan 1981; 2007; 2011］。
彼は、さまざまな環境要因とナイルの水位の関連を考慮しつつ、ナイルの水源にあたるエチオピア高地での降雨量
の増加に起因するとの可能性を示している。他方、後者については、マムルーク朝史家のS. ボーシュの論考があ
る。彼は、黒死病の流行以降の水位上昇をエジプト上流域（上エジプト）の灌漑設備の維持管理が十分に行われて
いなかったことに起因するとし、さらにその理由を上エジプト地域のベドウィンの活動の活発化に求めた［Borsch 
2000］。

8 一時的なナイルの水位変動によって引き起こされる食糧騒動についてはマムルーク朝の社会経済史研究では中心的
なテーマとなっているが、今後はこれらの蓄積を活用した数世紀スパンでの研究と各時代の位置付けを検討するこ
とも重要な課題の一つとなるであろう。マムルーク朝期の食糧騒動に関する研究については、Shoshan 1980や長谷
部の一連の研究がある。長谷部の研究については、最新の研究である長谷部 2015にまとめられているので、そち
らを参照のこと。

9 Khiṭaṭ 1, 655–675.
10 これまでの研究における筆者の見方については、Kumakura 2016b, 92 –94を参照。
11 Tuḥfaは、マムルーク朝のイクターや軍人の管理を担っていた軍務庁（Dīwān al-Jaysh）の財務官僚が、国家の有力
軍人に対して財務・行政の参考資料として献上したものである。この史料は校訂本が刊行されているが、校訂の方
法に問題があるため、本稿ではオクスフォード大学ボドリアン図書館所蔵の写本MS. Huntington 2を用いる。これ
らの問題を含む史料分析については、熊倉 2010bを参照。

12 Tuḥfaと同類の書として、同じくマムルーク朝期にイブン・ドゥクマーク Ibn Duqmāq （1406年没）によって著され
たとされる『諸都市の中心にある勝利の書Kitāb al-Intiṣār li Wāsiṭa ‘Iqd al-Amṣār』（以後、Intiṣārと略記）がある。ほ
ぼ全ての村々の記録が漏れなく収録されているTuḥfaに対し（例えばTuḥfaでは、「アブー・クサー村：耕地面積4,395
ファッダーン、見込み税収高5,000ディナール、かつてはアミール・スードゥーン・ジャルカスの名義で現在はワ
ズィール庁の財源」のように、徴税権の帰属が過去と現在を併記する形で記録される。）、Intiṣārでは各項目に対応
する記録欄が空欄になっている部分が多く、完全な記録を得ることができないことや、Tuḥfaでは「かつて」と「現
在」の徴税権の帰属が併記されるが、Intiṣārでは過去の記録が併記されないなどの相違点はあるが、14世紀末の税
や土地利用に関する情報を収める貴重な史料の一つに数えられる。しかし、Intiṣārにはファイユーム地方の記録の
みが欠落しており、本研究には用いることができない。この理由は不明であるが、それを明らかにするには写本と
の照合を含めた検証が必要になるであろう。

13 ハラージュ年度（al-sana al-kharājīya）は、コプト暦に対応した年表記である。コプト暦はトウト月（グレゴリオ暦
の9月11日から10月10日にあたる）を第1月とする太陽暦である。太陰暦であるヒジュラ暦は、1年がコプト暦に
比べておよそ33分の1短く、季節とのずれが生じるため、小麦を中心とする穀物からなるハラージュ（kharāj: 地
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租）はコプト暦に従って徴収され、記録された［Poliak 1939: 21; Rabie 1972: 133］。ハラージュ年度はトウト月を最
初の月として、ヒジュラ暦での年に同期する。例えば、ハラージュ年度923年はグレゴリオ暦の1517年9月11日
（ヒジュラ暦では923年8月24日）から始まる1年である。

14 現在までの史料調査において、DT 933には、ファイユーム県のほかにブハイラ県の台帳の伝世が確認されている
が、DT 934の土地調査台帳で確認できるのはファイユーム県のみである。

15 本稿では、イクター地・リザク地・私有地・ワクフ地・ディーワーン（dīwān: 政庁）地（あるいは政府直轄地）といっ
た各種の徴税権の保有形態を総称して「土地権利」と呼ぶ。

16 近代までエジプトでは「ベイスン灌漑」と呼ばれる方法によって、農地の大半が灌漑されていた。これは、耕地
をジスル（jisr）と呼ばれる土手で取り囲んで耕地をベイスン（たらい）状にし、そこに増水したナイルの水を流し
込んで冠水させる灌漑方法である。この灌漑方法については、ひとまず、熊倉 2013: 49–50; 長沢 2013: 251–269; 
Kumakura 2014を参照。

17 『軍務台帳』の史料学的研究については、熊倉 2009を参照。
18 マムルーク朝の台帳がオスマン朝に渡った経緯については、Kumakura 2016aを参照。
19 データセットは項目ごとにエクセルファイルにまとめられており、誰でも自由にダウンロードすることができる
［Rapoport website］ 。

20 先行研究においては、人口研究も一定の蓄積があるが、統一的な見解は未だに得られていない。たとえば、ポリ
アクは、ペストの流行により、エジプト全体の人口が300万人から200万人に減少したとする［Poliak 1938］。これ
に対し、アヤロンは、黒死病前夜のカイロの人口を108万人とし、それをエジプト全体の10%と想定した［Ayalon 
1985］。カイロの人口については、疫病研究の見地から14世紀前半の人口を300,672～451,008人としたドルスの
研究［Dols 1977］、同時期のカイロの人口を50～60万人程度と見積もり、その後ペストの流行による減少を経て、
1550年頃には38万5千人程度に回復していたとするクラルゲらの研究［Clerget 1934; Abu-Lughod 1971］、カイロ
の公衆浴場数から年人口の算出を試みたレイモンの研究などがある［Raymond 1975; idem 1984］。他方、エジプト
の人口を税収高と耕地面積から算出したラッセルの研究は、中世エジプトの人口を、400～420万人と見積もる
［Russell 1969］。

21 校訂によれば、ファイユーム地方の村数は97村と記載されているが［Tuḥfa校訂 , 5］、MS. Huntington 2に記録され
た村数を数えると103村である。

22 例えば、『軍務台帳』は村名のアルファベット順に記録が綴じられているが、ミームから始まる名前をもつ村から
後は抜け落ちているようである。

23 マムルーク朝の政庁業務で使用されていた諸台帳のなかでの『チェルケス台帳』の位置付けについては、熊倉 2010a
を参照。

24 この時代のエジプトにおける1ファッダーンは6,368㎡に相当した［Bosworth 2012］。
25 この他の村については、バヤード村が2,450（Tuḥfa）→238（『チェルケス台帳』）、サーキヤト・アルカムスとウスク
フ村が25→146、シャスア村が1,210→3,209（いずれも単位はファッダーン）。通常、耕地面積（misāḥa）として記
載される数値は、灌漑地（rayy）と非灌漑地（sharāqī）の両方を含む。したがって、その年に土地が十分に灌漑され
なかった場合、灌漑地と非灌漑地の内訳は変化しても、耕地面積の数値が変化することはない。したがって、上述
のように耕地面積が大きく変化する理由は、誤記によるか、新たな村に分岐するなどの行政区分上の問題によるも
のと判断するのが妥当であろう。しかし、先に述べたように、この村の耕地面積はその後再び回復しているので、
前者と判断するべきであろう。

26 例えば、DT 933, nos. 72, 74, 79。
27 Sato 1997, 211–220; idem 2015, 26–30.なお、佐藤は、サトウキビ栽培が上エジプトに広まっていったのは12世紀で
あるとする。

28 単位としては、容量単位であるイルダッブ（irdabb）で示される。
29 佐藤 1986, 335–336. なお、ひこばえのサトウキビの収穫後は、地力の回復のため、連作をさけ、休耕などが必要で
あった。

30 サトウキビ栽培衰退の要因について、アシュトールは製糖技術の停滞を、佐藤は政治腐敗とペストの流行をあげる
［Ashtor 1981, 105; Sato 2004, 106–107］。

31 この開発のもう一つの目的は、この運河のアレキサンドリアへの給水機能と交通機能の強化であった。ナースィ
ル・ムハンマドによる工事によって、地域一帯に10万ファッダーンの耕地が出現し、それらには600機の水車が
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設置され、40の新しい村がつくられたという［Sulūk 2, 111–113, 538］。ブハイラ地方の開発は、13世紀後半以降か
ら進められていた。一連の開発の対象となったのは、マルユート湖の沿岸部とアレキサンドリア運河である。マル
ユート湖沿岸部の中心的な村であるタルージャ村一帯はスルターンの私金庫の財源であった。マムルーク朝期ブハ
イラ地域の開発史については、Borsch 2016が論じている。

32 太陰暦に従って徴収する税とは、毎月請求される税のことである。例えば、家や店舗、公衆浴場、パン焼き釡など
から徴収される。Nihāya 8, 228–233.

33 砂糖貿易に対する規制については、Darrag 1961, 146–151を参照。また、佐藤は、バルスバーイの一連の貿易規制
政策によって、砂糖貿易に関わっていたカーリミー商人たちが没落したことを指摘する。Sato 2004, 98–100; idem 
2015, 74–90.

34 Galloway 1977.
35 この他に、アラブ部族間の内紛の報告も見られる。例えば、1344–5年には、ファイユームでは、交通路が断たれ、
幼児を巻き込む殺戮が行われるなどする事件が発生し、これによってサトウキビの生産で知られたザート・アッサ
ファー村が荒廃した。争いに加わった者たちは、水路をも絶ったために、ファイユームの多くの村々が灌漑されな
くなってしまったという［Sulūk 2, 668］。

36 Rapoport 2004; Rapoport and Shahar 2012, 25–28; Kumakura 2016b, 104.
37 Rapoport 2004は、アイユーブ朝期のファイユームにおいて、ベドウィンの分布は季節灌漑で穀類が主要農産物と
なっている村々に集中し、それ以外の村では通年灌漑で換金作物を栽培している傾向が見られることを指摘した。
この指摘は、本稿において見られた農業の転換と何らかの関係を持つかについては、今後検討が必要であろう。

38 この問題を考えるとき、加藤博による近代の週市の研究は示唆に富む。農業̶市場̶地方における都市の形成と発
展̶カイロやアレキサンドリアなどの大都市との結びつきについては、前近代においても重要な課題である。加藤
の研究については、Kato 1992や加藤 1995を参照。また、Lewicka 2011や尾崎 2016のような食文化研究も、栽培作
物の選択の問題を考えるうえで重要な役割を果たすであろう。

39 Suluk 3, 12
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IV, pp.131–145.
    2016: Stuart Borsch, “Medieval Egyptian Economic Growth, The Maryūṭ Basin” in History and Society during 

the Mamluk Period (1250–1517) [Studies of the Annemarie Schimmel Institute for Advanced Study II]. Stephan 
Conermann (ed.) Bonn: V&R unipress, pp.173–198.

Bosworth 2012: C.E. Bosworth, “Misāḥa,” in Encyclopaedia of Islam, Second Edition. P. Bearman, Th. Bianquis, C.E. 
Bosworth, E. van Donzel, W.P. Heinrichs (eds.) Leiden: Brill. <http://dx.doi.org/10.1163/1573-3912_islam_COM_0754>（最
終アクセス日 : 2017年1月9日）. First published online: 2012

Campbell 2016: Bruce M.S. Campbell, The Great Transition: Climate, Disease and Society in the Late-Medieval World. 
Cambridge: Cambridge University Press.

Clerget 1934: M. Clerget, Le Caire: etude de géographie urbaine et d’histoire économique. 2 vols. Cairo: E. & R. Schindler.
Darrag 1961: Aḥmad Darrag, L’Égypte sous le règne de Barsbay, 825-841/1422-1438. Damas: Institut français de Damas.
Dors 1977: Michael Dols, The Black Death in the Middle East. Princeton: Princeton University Press.
Galloway 1977: J. H. Galloway, “The Mediterranean Sugar Industry,” Geographical Review, vol. 67, no. 2, pp.177–194.
Hassan 1981: Fekri A. Hassan, “Historical Nile Floods and Their Implications for Climatic Change,” Science, vol. 2112, no. 

4499, pp.1142–1145.
    2007: Fekri A. Hassan, “Extreme Nile Floods and Famines in Medieval Egypt (AD930–1500) and Their Climatic 

Implications,” Quaternary International, vol. 173–174, pp.101–112.
    2011: Fekri A. Hassan, “Nile Flood Discharge during the Medieval Climate Anomaly,” PAGES news, vol. 19, no. 1, 

pp.30–31.
Kato 1992: Hiroshi Kato, “The Data on Periodical (Weekly) Market at the End of the 19th Century in Egypt The Cases of 

Qaliubiya, Sharqiya, and Daqahliya Provinces,” Mediterranean world, vol. XIII, pp.77–114.
Kumakura 2014: Wakako Kumakura, “To Where Have the Sultan’s Banks Gone? An Attempt to Reconstract the Irrigation 

System of Medieval Egypt,” Journal of Asian Network for GIS-based Historical Studies, vol. 2, pp.11–21.
    2016a: Wakako Kumakura, “Who Handed over Mamluk Land Registers to the Ottomans? A Study on the 

Administrators of Land Records in the Late Mamluk Period,” Mamlūk Studies Review, vol. XVIII, pp.279–296.
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